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横浜市技能職団体連絡協議会（略称技連協）とは

市内の技能者（職人）の集まりで、昭和43年11月に

結成されました。

第38号　平成20年7月31日

　　平成 20 年度
横浜市技能職団体連絡協議会総会開催

　平成 20 年度横浜市技能職団体連絡協議会総会が、6 月 17 日 ( 火 ) 午後 4 時から 39 団体、90 名の参加のもと、

横浜市技能文化会館 2 階多目的ホールで開催されました。

　平成 19 年度事業報告と収支決算報告及び会計監査報告を一括して議題とし、全会一致で承認されました。

　次に、平成 20 年度事業計画案と平成 20 年度収支予算案が提案され、全会一致で議決されました。

　各団体の役員退任に伴い 7 名の新理事が就任し、前理事に感謝状が贈呈されました。

　総会終了後は、交流会を開催しました。畠山会長の挨拶の中で、横浜市技能職団体連絡協議会も昭和 43 年 11

月の設立以来お陰さまで、今年で 40 年目を迎えることができ、これもひとえに各会員の皆様のご協力や横浜市の

ご支援により、これまでの長きにわたり、事業の充実と円滑な運営を図ることができました。ここに改めまして深

くお礼を申し上げ、われわれの生活を支えてきた技能職に誇りと自信をもって、技能職者の一層の充実・発展に努

めていき、異業種の更なる連携・交流・情報交換をしながらこの会を盛り上げていきたいという力強い挨拶があり

ました。

　40 周年の記念事業に向けて、皆様各団

体とも工夫をこらしていただき、絶大な

るご協力をお願いし、技能職者の技能職

の振興推進と「ものづくり」の大切さを、

今まで以上にアピールしていきたいとい

う挨拶もいただきました。

　また、今年で 29 回目を迎える 9 月 28

日 ( 日 ) に横浜公園で開催される「よこは

ま技能まつり」が毎年、市民の皆さんが

参加、体験できるブースが大変好評を得

ておりますので、本年も、ぜひ、市民の

皆さんが「ものづくり」などの体験がで

きるような場を多く確保していただきた

いとの一言がありました。

会長あいさつ 感謝状贈呈

総会風景 交流会風景
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横浜市技能職団体連絡協議会役員名簿
平成 20 年６月現在

役職名 氏　名 職　種 出身業界

会　長 畠山　　滋 洋服裁縫師 横浜マイスター会顧問

副会長 塩田　　力 板金技能士 横浜市板金組合連合会会長

〃 飯野　忠明 塗装技能士 （社）神奈川県塗装協会常任相談役

〃 小駒　精一 花卉装飾 神花協横浜地区生花商協議会会長

〃 鳥澤　俊子 婦人服裁縫師 神奈川県洋装組合連合会会長

会計理事 石川　　泉 和裁技能士 神奈川県和服裁縫協同組合理事長

常任理事 小泉　幸男 建具職 横浜建具組合連合会相談役

〃 不破野　武 表具師 神表協横浜表装インテリア協会相談役

〃 小岩　政次 クリーニング業 神奈川県クリーニング生活衛生同業組合理事長

〃 大胡周一郎 造園技能士 （社）神奈川県造園業協会理事

〃 斎藤　謙一 理容師 横浜市理容連合会会長

〃 加納　希夫 スクリーン印刷技術者 横浜市技能職団体連絡協議会青年部部長

監　事 鈴木　邦彦 美容師 横浜市美容組合連絡協議会顧問

〃 田中　文夫 社交飲食喫茶業 横浜市社交飲食喫茶技能連合会副会長

☆理事の変更

　各団体役員退任に伴い新理事が 7 名就任いたしました。

・横浜市屋外広告美術協同組合

　　理事長　三村　嘉延（前　中澤　俊雄）

・中間法人横浜市鍼灸マッサージ師会 

　　会　長　荒井　務（前　菊池　武久）

・横浜石工連合組合

　　組合長　臼井　芳明（前　花塚　吾朗）

・神奈川県型枠工事業協同組合

　　事務局長　田中　秀明（前　石田　一四）

・神奈川県印章業組合連合会

　　会　長　　嶋崎　健一（前　堀江　幹雄）

・神奈川建築技術者協議会

　　会　長　　藤崎　辰徳（前　川上　三寳）

・横浜市技能職団体連絡協議会青年部

　　部　長　　加納　希夫（前　佐々木隆行）

　　　　（届出順）（敬称略）

☆退会団体

・神奈川県木型工業協同組合

　　※理由……組合の解散による

☆横浜市技能職団体連絡協議会顧問（前会長）　川上三寳様の心を受け継いで

横浜市技能職団体連絡協議会　会長　畠山　滋

　川上三寳様の訃報に接し、私たちは大きな悲しみに包まれております。ふり返りますと、川上さんと私の出会いは、今から

20 年前の平成元年の時からでした。若い私に技連協の理事として、また、社会人としての心構えを始め多くのご指導をいただ

きました。川上さんは私にとりましては、人生の師でもあり、兄とも思っておりましたが、あまりにも早いお別れであり残念です。

　今、私の頭の中を走馬灯のように在りし日の川上さんと一緒に行った、全国技連協の大会開催地の仙台、大阪、福岡、神戸

の情景が駆け巡っています。もう、あの優しい笑顔は戻ってきませんが、川上さんは、多くのものを私たちに残してください

ました。

　特に、全国技能職団体連絡協議会を立ち上げ、技能職者の社会的地位の向上に尽力されたことは、多大なる功績であります。

現在は全国都道府県（15 都市）の技連協との交流を始め、情報交換も活発に行われています。

　この様に、もの事をまとめる見事な手腕は他の追従を許さず、しかも、その温かいお人柄は、誰からも慕われておりました。

私共は故人の心を心として、責任をもって受け継いで参ります。

　終りに生前のご尽力に深い感謝を捧げ、心よりご冥福をお祈りいたします。　　　　　　　　平成 20 年７月１日（享年 79 歳）

（敬称略）

人事異動報告

　横浜市の人事異動に伴い技連協の役員異動等は次のとおりです。

◎新　任　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　相談役（横浜市経済観光局市民経済担当政策専任部長）　牧野　孝一（４月１日付）

　横浜市経済観光局雇用創出課長　　　　　　　　　　　高家　達朗（４月１日付）

◎退　任

　相談役（横浜市経済観光局市民経済担当政策専任部長）古澤　幸吉（３月31日付）

　横浜市経済観光局雇用創出課長　　　　　　　　　　　青木　史郎（３月31日付）

（敬称略）
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　ハマの技 ― 発信地 ―　　匠プラザから

　ハマの技の発信地、横浜市技能文化会館では、技能職者支援振興事業など技能職

者の『技』を一般市民の方に「見て」、「体験していただく」ための『職人から学ぶ

講座』や各種『技能体験イベント』を匠プラザの中で開催しています。

　今年度も横浜市技能職団体連絡協議会加盟団体 48 団体、５万５千人の会員の皆様

と共に、横浜の技能職者の文化と技能にスポットをあてて技能職振興及び後継者育

成のために力を注いでおります。是非、ご参加ください。（各区役所、ホームページ

にて紹介）

 ７月の親子ものづくり 

　①大工さんと作る木のいす　②親子防水時計作り　③親子パン作り

を実施しました。大盛況のうちに修了いたしました。　

　平成 20 年度　「職人から学ぶ講座」から
≪これぞプロ！≫と思った瞬間…受講生アンケートより…

▼「和服裁縫師から学ぶ浴衣の縫い方」

神奈川県和服裁縫協同組合　5月13日（火）～7月15日（火） 全10回

○見えないところにかける

一手間。

○全員の浴衣のサイズが違う

のに、全員の柄合わせに時

間をかけてしてくれたとこ

ろ。

○全員を丁寧に指導してくだ

さるところ。

○細かいところのポイント。

なるほどと思った。

○全て。針目のすごさ。魔法を見てるみたいでした。

○細かいところもとても丁寧なところ。

○目に見えなくなるところにも気を使った縫い方。

○着物の奥深さを教えられたとき。

○柄合わせ！早さ、微妙なきせ。

○本縫いなどの縫い方のなめらかさ、早さ、寸法の出し方、

洗濯のことを考えてのとめの仕方など。

○細かいところの処理。既製のものと全然違う技。

▼「プロから学ぶ日本料理のコツ」　

神奈川県全調理師協会　6月14日（土）～7月19日(土) 全6回

○庖丁捌きや様々な食材の作

り方（山椒や茗荷など）。

○下ごしらえに手抜きをしな

いところ。

○煮汁をためてためて使う大

切なやり方。

○例えばキュウリを板ずりし

たあと熱湯を通し、色鮮や

かでひと手間のかいあり。

盛り付けがさすがプロという感じで食卓が華やかになると

ころ。

○ひと手間のキーポイント。

○食材をていねいに使っているところ。

○盛り付け、切り方が繊細なところ。

○簡単な材料で手軽に出来る技。

○これぞ日本料理。説明が良いところ。

○私は習うごとに知恵をもらい賢くなるところ。

○材料へのひと手間。講座での指導全てがプロと感じたとこ

ろ。

○いろいろな具材でやれるように教えてくれるところ。

○全ての料理がおいしくさすがプロ！という技を教えても

らった。

▼「プロから学ぶおしゃれなカクテル作り」

　横浜市社交飲食喫茶技能連合会　6月22日（日）

○振り方やお酒の瓶の開け方等。

○とても丁寧なところ。

○本格的な感じがしたところ。

○いろいろな部分でお心遣いいただいたところ。

○楽しく参加できたところ。

○講師のバラライカが本当おいしかったところ。

○ bar のチェーン店でバイトしていたのですが知らなかった

ことが多く、とても勉強になったところ。

○初めてのシェイクで楽しく教えていただいたところ。

 今後の予定 　（20 年度８月～ 11 月）

▽「お豆腐屋さんから学ぶ豆腐作り」

　　　8 月 10 日 ( 日 )13 時～

▽「プロから学ぶ親子巾着作り」

　　　8 月 22 日 ( 金 )13 時～

▽「経師屋さんから学ぶ親子でおしゃれな花びん作り」

　　　8 月 23 日 ( 土 )10 時～

▽「板金屋さんから学ぶ親子表札作り」

　　　8 月 24 日 ( 日 )10 時～

▽「プロから学ぶブラウスの縫い方」

　　　9 月 19 日 ( 金 )13 時～ (8 回 )

▽「プロから学ぶネイルアート」

 　　　9 月 23 日 ( 祝 )13 時～

▽「プロから学ぶ中国料理」　　

 　　　9 月 24 日 ( 水 )13 時～

▽「プロから学ぶ着付け入門」　

　　　10 月 22 日 ( 水 )13 時～ (6 回 )

▽「プロから学ぶペンキ塗りのコツ」

　今後も技能職者の方の素晴らしい「技」を広く知っていただ

くために、「職人から学ぶ講座」を開催してまいりますので、ま

だご参加いただいていない団体がありましたら積極的なご参

加をお願いいたします。

　問合せ先

　　技連協事務局：☎６８１－６６３９

篆刻のイベント風景



�

「基本は一つ」　― 横浜板金組合連合会 ―　　　　　　　　　　　　　会長　塩田　　力

　近年、明日を担う若者を中心に、製造業や建設業などで、いわゆる「技能離れ」の傾向がみられるなど、働くことの意識や

技能に対する社会的評価が必ずしも十分とは言えない状況にあります。

　我々建築板金業の仕事は、幅広い範囲の技術、技能が要求されています。製品の形状のほか、主材料も大きく変わってきて

います。

　しかしながら、どのように時代が進展し、変化しようとも、専門業者の立場からすると「基本は一つ」であります。基本と

なる技能と知識を持っていれば、営業も幅広くなり、時代を担う若い方々に、古くから伝承されてきた建築板金工法である伝

統技術、伝統技能を継承するための講習会を開講しております。多数の方々が受講されることを強く願っています。

「中間法人横浜市針灸マッサージ師会」を設立して　　　　　　　　会長　荒井　　務

　公的法人としての第一歩を踏み出しました。我々は、会員すべてが、国家資格を持つ施術技能職団体であります。

　地域住民に対する、はり・きゅう・マッサージによる国民健康保険、老人医療の積極的な取り扱いの努力をしております。

それには、熟練者から初心者まで、浜灸師会主催及び合同学術講習会、上部団体による学術研修会が年間 13 回以上開催され日々

研鑽の努力をしております。若い施術者が講習会に参加する事が、地域の医療に貢献できる人材育成になると確信しています。

「自作自演によるフロアーショー」― 神奈川県洋装組合連合会 ―　会長　鳥澤　俊子

　平成 2 年、技術向上と後進の育成を目的として、教室部が新設されました。これを、神奈川県連認定教室と命名され、平成

7 年に、第 1 回の認定教室合同終了式を行い、今年で第 14 回目を迎えました。生徒数も多く、終了式の際、生徒の自作自演に

よるフロアーショーで好評を得ております。

　これからも、前向きに活躍して後進の育成に努めてまいります。

◇◆◇技連協の今後の主な行事予定◇◆◇

☆よこはま技能まつり説明会　他

　日時：８月５日 (火 )　15時から

　場所：横浜市技能文化会館　８階　802大研修室

☆よこはま技能まつり

　日時：９月 28日（日）午前 10時から午後４時

　場所：横浜公園（横浜スタジアム隣）

後継者育成に向けて

最近の主な団体活動状況(事務局確認分のみ)－会長出席－

◎５月15日（火）第50回庖丁祭

　　－神奈川県全調理師協会－(松島旅館)　

◎５月22日（木）第７回通常総会

　　－横浜市屋外広告美術協同組合－(ナビオス横浜)　

◎６月３日（火）平成20年度永年勤続表彰式

　　－横浜市美容組合連絡協議会－(横浜エクセルホテル東急）

◎６月29日（日）設立記念式典

　　－中間法人横浜市針灸マッサージ師会－(横浜ロイヤルパークホテル）

◎７月24日（木）雷祖会

　　－神奈川県中日調理師会－(横濱華僑總會禮堂）

●青年部総会　－青年部長　加納　希夫－　

　６月 10 日（火）、横浜市技能文化会館８階視聴覚室 801 号室で通常総会を開催しました。

　平成 20 年度は、現状より将来に向けて、より一層の活動内容の充実を目標に青年部一同情報交換をしながらより有意義で活

発な活動を展開していきます。

時勢の変化の中、今年度も青年部活動に対して、皆様のご理解とご支援をお願いいたします。

●青年部研修旅行　　　　　　　　　　　　

　５月９日（金）～ 11 日（日）、青年部研修旅行を実施しました。今年の行き先は、多数決の結果、沖縄に決定しました。

　沖縄の文化、歴史を堪能し、手仕事文化（ガラス細工等）の体験や沖縄の歴史にふれて、大変有意義な時間を持つ事ができ

ました。

　製作体験のときは、参加者全員が童心にかえり～普段どおり？？～の真剣な眼差

しで取り組んでいたのが印象的でした。

　また、沖縄音楽も愉しむことができました。会場全体でかけ声の合いの手や、手

ぶりなどの踊りなどで盛り上がる事もできました。

　いろいろと、大変な歴史的変化の中、継承されるものや、新しく生まれるものなど、

日本国の中の独特な生活圏のありように羨ましさと面白さを感じました。　　

●青年部今後の予定　　　　　　　　　　　　

９月 28 日（日）10：00 ～ 16：00（横浜公園・第 29 回よこはま技能まつりにて）― ちびっこランド他 ―

　青年部の活動


